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   This paper presents 2 additional cases of adenomatoid tumor. 
    In the first case the tumor occured in the surrounding tissue of the ductuli efferentes. 
 Histogenesi.s of the tumor was discussed. Histopathology of the tumor was studied with 




副睾丸腫瘍中では最 もしぱ しば見 られ るもので
ある.我国では,紙上発表例はわつか に7例 であ
るが(Table1,)欧米ではすでにAdenomatoid
tumor全体 として150例 近 く報 告 が あ り,
その中副睾丸に発生 した ものは約80例 程 であ
る.
本腫瘍は組織学的に特異な像 を呈 し,し か も
その組織発生が全 く不 明である点が諸家 の注 口
を引き,主 としてこの点について多 くの仮説 や
議論を呼んだものである.従 つて本 腫 瘍 に 対
し,Dixon&Moore(1952)2)が挙げている
如 く,夫 々の立場か ら種 々な名称が附 されて来
たので あるが,現 在 では,Golden&Ash
(1945)3)の用いたAdenomatoidtumorなる
語が最 も広 く用い られ てい る.
最近我 々は,副 睾丸のAdenomatoidtum_
orを2例 経験 したのでこれを報告 すると共に,





























手術時及び肉限所見=副 睾丸尾部に密接 し碗豆 大
(12×8×8mm),球状,灰白色,平面平滑,弾 性硬な
腫瘤あり.腫瘤を含めて副睾丸摘除術を行つた.腫瘤
























Adenomatoidtumorの 一 般 的 事 項 に つ い
て は,本 邦 に 於 い て も 既 に 南 他(昭.31)4)・
平 田 他(昭.33)5).百 瀬 ・他(昭.34)6).が
述 べ て い る の で,詳 し くは 触 れ な い が,我 国 の
報 告 例 及Adenomatoidtumorの 一 般 的 特 徴
を 次 に 表 示 す る(Table1及 びTable2)
Table1.我国 に於 け る副睾 丸 のAdenomatoidtumorの報 告例
報 告 者 発表時期 年令 位 置 主 訴 処 置 大 ぎ さ 術前診断 組 織 診 断
1 坂 口7} 太正6 32 尾(?) 腫 瘤 副睾丸摘除 20×15×23 ? Adenomyoma
2 中 村8) 昭和14 37
頭～体
(R) 〃 腫溜摘 除 23×15×7 副睾丸腫瘍 Lymphangioma
3
'野 間9〕
註 〃24 37 尾(R) 睾丸痛 除 睾 ? 副睾丸結核 Lymphangioma
4 原 田1ω 〃25 38 頭(L) 腫 瘤 副睾丸摘除 8×6×4 〃 結核 上皮性腫瘍
5 南 〃31 47 尾(R) 〃 ? 10×8×7 〃 腫瘍 Adenomatoidt.
6 南 〃31 29 尾(R) 〃 副睾丸摘除 25×18×15 〃 結核 〃
ク 百 瀬 〃34 50 頭(L) 〃 腫溜摘 除 碗 豆 大 〃 腫瘍 〃
8 著 者 〃36 35 頭(L) 〃 除 睾 碗 豆 大 〃 結核 〃
9 著 者 〃36 40 尾(R) 〃 副睾丸摘除 12×8×8 〃 嚢腫 〃
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な ほAdenomatoidtumorを 組 織 学 的 に 空
胞 化 の 程 度 及 び そ れ に 関 係 し て 管 膣 の 広 さ か ら






各 型 の 間 に 順 次 移 行 型 が あ る わ け で,こ う し
た 分 類 に 特 別 の 意 義 は な い が,実 際 上typeI
とtypeIVと で は 一 見 した と こ ろ,質 的 な も
の で な い に し ろ 相 当 の 差 異 が あ る,我 々 の 症 例
は 第1,2例 と もtypeIIIに 入 る で あ ろ う が
第2例 の 方 が 空 胞 化 の 程 度 は 強 い.
〔Adenomatoidtumorの組 織 発 生 に つ い て
の 検 討 〕
Adenomatoidtumorの 組 織 発 生 に つ い て
従 来 提 唱 さ れ て 来 た 主 な 説 と そ の 支 持 者 を 挙 げ












限 局 し て 発 生 し,特 に 副 睾 丸,子 宮 後 面 の 報 告
が 多 い.発 生 場 所 の 分 布 はTable3に 示 す 通











































説 明が出来 ないし,好 発年令,細 胞形態,管 腔
内容等 の点で も重大な難点が あり,本 説はすで
に歴 史的 なもの とな りつつあ る.
Mesothelialorigin説はEvans33),Amb-
rose,Leeeta1等の漿 膜 と腫瘍 との直接連続
所見に より支持 されたが,同 様に特殊分布 を説
明出来 ない し,胸 膜腹 膜の腫瘍 と比較 してみて
も一致 しな い点が多い.又Jacksonの 指摘す
る様に,も しMesothelialorigin説が正 しい
とすれば,Adenomatoidtumorが常 にend-
ophyticで明 らか に健常 な漿膜 で覆わ れている
のは確 かに珍 しい現象 といわ な くて は な ら な




べ られ ていたが・特に最近は・報告例が増 すに
従 い腫瘍 の分布が 明らか とな り・ これ等胎 生期
酒 徳 ・高橋 一 副 睾 丸 のAdenomatQidTumorの2例とそ の組織 発 生 に つ い ての 検 討
組織 と関係づ ける人が多 くなつて い る.本 腫
瘍 の 分 布 の上か らはWolthansystemより




その周囲 に発生 した という報告 はないと述 べて
いる.
我 々の第1例 に於いては,腫 瘍 と副睾丸 とは
肉眼 的に も,組 織学的に も,直 接連続 を示 し,
その間に被膜或 は漿膜 は介在 しなかつた(Fig.
ゴ
8).又腫瘍茎部に於 いて,腫 瘍組織がDuctul-
usefferentesの周囲を取 り囲 んでい る像 を見
出 した.(Fig.2).これ までの報告例か ら経験
的に明 らか な様に,Adenomatoidtumorは周
囲組 織に対 し,浸 潤性に発育する事 は な い か
ら,本 腫瘍 はDuctulusefferentesの周囲組
織か ら発生 した と考 え られ る.Ductuluseffe-
rentesは発生学 的には,Mesonephrictubule
(原腎細管)の 残存部である事 か ら,本 腫瘍は,
Mesonephrictubule,Mesonephricduct
(Wol伍anduct),或は少 くともこれ等の周囲









持 した.一 方Teilumは 種 々の型のMeson-
ephriccarzinomaが細胞の空胞形成 及び空
胞 の癒合傾向を有す る事を示 し,比 較組織学的
に,AdenomatoidtumorのMesonephric
originの可能性を述 べてい る.こ の 場 合,
Sundarasivaraoに於 いては,ApPendixte-
stisがMttllerianvestigeなる事 を組織学的
に再確認 しなけれ ばならなかつた し,Teilum
も腫瘍がMesonephricoriginなる事 は,そ
の解剖 的位置及 び組織学 に拠 らねばな らなか つ
たので あるが,我 々はMesonephrictubule
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に由来 する事が,胎 生学的 に明らか な 残 遺 組
織,つ まり精管 と交通を 有 す るGiralde's
bodyと考 えられ る組 織を得 たので,こ れ と
Adenomatoidtumorを比較検討 した.
Giralde'sbodyと考 えられ る腫瘤は23才男
子の右側 ソ径輪のやや睾丸側 に精管に接 して存
した.管 腔 内には多数 の精子 を有 し,明 らか に
精 管 と交通があ り.精 管憩室的存在であ る事 を
示 している.又 所 々管腔破綻及びSpermain-
vasionとそれに伴 う細胞浸潤を認める.上 皮
細胞は主 として立方状,時 に円柱状,所 によ り
扁平状 で内皮様 に見 える.管 腔は大体において
卵円形 ～円形で,Adenomatoidtumor程不
規則で はない,細 胞質 は好酸性均等で,Ade11-
omatoidtumor程ではないが空胞形成 が相当
著 明で,所 によつてはこの様な細胞 内空胞が癒
合 して更に大 きな空胞 を作つてい る.核 は中等
大,卵 円形で,繊 細均 等なクロマチンを有 し,
大抵中心部 に1ケ の核仁 を有す る.基 底膜は認
め られず,brushborderを有 する.間 質は主
として線維性結合織及び平滑筋 で,こ れ等が交




① 上皮細胞の高 さが色 々で,所 によ り 内 皮
様に見える部分が ある.
② 空胞を有 する細胞及び,空 胞癒合傾 向 の
存在.




⑤ 管腔形成上皮細 胞か ら管腱周囲へ と 上 皮




② 管腔が円形 ～卵 円形で,比 較的規則 的 で
あ る.
③ 間質 との境界が比較 的明瞭.
④ 細胞 の空胞化傾向比較的 少なし.
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こ れ 等 の 相 異 点 は,あ く ま で 比 較 的 な も の で,
本 質 的 で は な い と 思 わ れ る の で,.ヒ 述 の 様 に 組
織 学 的 な 比 較 の 上 で は,Giralde'sbodyとAde-
nomatoidtumorの 問 に は,親 密 な 組 織 発 生
上 の 関 係 が あ る事 を 暗 示 し て い る 様 で あ る.著
明 な 共 通 点 は,細 胞 の 空 胞 及 び 空 胞 の 癒 合 傾 向
の 存 在 で あ る が,こ の 点 に つ い てTeilumの,
空 胞 及 び 空 胞 癒 合 傾 向 はAdenomatoidtum-
orと 同 様 に,種 々 の 型 のMesonephriccar-
zinomaに お け る 明 確 な 所 見 で あ る と い う 叙 述
を 考 え 合 せ て 興 味 深 い 我 国 で も平 田 等(1958)
は 睾 上 体 腺 癌 の 症 例 報 告 で,細 胞 の 空 胞 化 の 強
い 事 を 述 べ て い る.
最 近Jacksonは,Adenomatoidtumorは
benignMttllerianmesenchymomaと考 え
れ ば,種 々 の 所 見 や 異 な る 解 釈 も 解 決 さ れ る と
述 べ,Flickinger,Bernhardt&Young(19
60)34)はこ れ を 支 持 し,MUIlerianductと周
囲 のMesellchyme間 に はbasementmem}
braneが な く.細 胞 の 自 由 交 換 が 行 わ れ て い
る と述 べ た.Teilumも 結 論 的 に は,Meson-
ephrictumorは,上 皮 残 遺 よ り む し ろMes-
onephrosやWo1伍anduct近 隣 のprimiti-
vemesonephricmesodermか ら生 じ る の で
な い か と 述 べ て い る.
我 々 は 今,Adenomatoidtumorの 組 織 発
生 に つ い て,Mesonephricoriginの可 能 性 を
述 べ て 来 た が,Adellomatoidtumor及 び ・
Mesonephricremnantの管 腔 形 成 上 皮 が 基
底 膜 を も た ず,間 質 に あ る上 皮 様 細 胞 と の 移 行
を 示 す 点 か ら,上 述 の 様 な 考 え 方 を 容 れ て,
epithelialとす る よ り は,も つ とprimitive
なmesenchymeに 由 来 す る と 考 え た 方 が 妥
当 な の か も 知 れ の い.
結 論
1)本 邦第8,9例 目と思われ る,副 睾 丸の
Adenomatoidtumorの2例を報告 した.
2)我 々の第1例 がDuctuliefferentesの
周囲組織 より発生 している事 を見出し,本 腫瘍
の組織 発生について考按,検 討 した.
3)Giralde'sbodyと本腫煽 を組織学 的に
比較,検 討 し,本 翻 のMes…ph「ico「'gm
の可能性を述 べた.
稿鰍 るにあたり恩師稲田綴 の徽 融 らび醐
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